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身体接触を伴う運動「カバディ」の教育的効果について

―小学校 3 年生児童を対象として―
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Educational Effects of “Kabaddi” as a Physical Contact Sport：
Case of Third Year Primary School Pupils

　This study aims at verifying the educational effects of a physical contact sport from the viewpoints of “venting of aggressive 
emotion” and “awareness of the body” while examining the presence of a causal relationship. To be more precise, 10 lessons consisting 
of “kabaddi”, a sport involving hard physical contact, and “tag- kabaddi” which is designed to avoid physical contact were held 
with third year primary school pupils. Any changes of the “venting of aggressive emotion” and “awareness of the body” on the part 
of these pupils were examined through the “survey on the degree of achieving good lessons”, “survey on aggressiveness”, “survey 
on awareness of the body” and “survey on the power of controlling muscle output”. The study has found that, compared to “tag- 
kabaddi”, “kabaddi” better controls the “venting of aggressive emotion” and facilitates “awareness of the body”. 
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Ⅰ　緒言

　子どもを含めた若者の心と身体の異変が指摘されてい

る。鷲田(1)は,「自分の身体，自己の存在を手触りをもっ

て実感することがなくなってきている。そして，人は，

身体を自分の持ち物であるかのように感じ，自由にデザ

インしたり，商品のように売買する。こうして身体は，

実体として誰のものかわからなくなる。」とし，そのよう

な現代人の身体を「パニックボディ」と呼んでいる。竹

内(2)は，人と交流し合うことのできる技法・技量・術を身

につけた「自我の祖型としてのからだ」になれないでい

るとし，子どもの心と身体の異変を指摘している。また，

2009年度に全国の小・中・高校が把握した学校内外での

暴力行為は，4 年連続で増え，過去最高の 6 万913件となっ

た。特に小学校は，前年度比10%増を示し，暴力行為の低

年齢化が懸念されている(3)。文部科学省は、「地域や学校

の規模にかかわらず，ささいなきっかけで暴力行為に及

ぶなど，自分の感情をうまくコントロールできずに暴力

に走る場合が目立つ」(4)としている。

　著者らは，鷲田，竹内に共通する危機感を持っている。

　すなわち，これらの背景には，「現代の若者は，自他の

身体に対する実感が乏しく，それが他者理解をもとにし

た適切な自我の形成を阻害し，結果として，人と交われ

ない身体，人に共感できない身体になっているのではな

いか。そして，このことが自分の感情をうまくコントロー

ルできない要因のひとつになっている。」と考えている。

　一方，身体接触がこの心と身体に関する問題の解決に

つながる可能性が報告されている。例えば，山口(5)は，「ス

キンシップを意図的に多く取り入れた遊びを続けた園児

は，そうではない園児に比べ衝動性が低減した」として

いる。茂木(6)は，幼稚園児とその保護者を対象に，身体接

触量(注1)と子どもの社会生活能力の獲得に関連がみられた

とし，十分で且つ適切な母子の身体接触をもつことが，

社会性の重要な要素である子どもの意志交換能力の獲得

につながるとしている。

　また，著者ら(7)は，身体接触を伴う運動「カバディ」の

教材価値を「技能的側面」「情意的側面」「態度的側面」「心

理的側面」の観点から検討し，「心理的側面」において，「他

人への思いやりの気もち」を育む可能性があることを報

告している。

　さらに，著者ら(8)は，「身体接触」「スキンシップ」をキー
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ワードに97編の論文と「身体接触と脳の発達の関係」「皮

膚感覚と情動との関係」「触覚を用いた教育実践」に関す

る書籍24冊を収集，検討した。その結果，身体接触の及

ぼす教育的効果を「情緒の安定及び実感を伴う自我の形

成を促す」ことにあると考えている。また，身体接触を

表 1 に示す基準に基づいて，収集した論文を「ソフトタッ

チ」「ハードタッチ」に分けて検討した結果，「ハードタッ

チ」の身体接触の教育的効果は，「攻撃的な感情の表出の

抑制」及び「身体への気づきを促す」ことにあり，現代

の子どもの心と身体の問題を解決する一つの方法になり

得ると仮説している。

　しかし，著者らが収集した論文の中で「ハードタッチ」

を対象にしたものはわずか 3 例(9)(10)(11)と少なく，また，い

ずれも「ハードな身体接触を伴う運動」と「攻撃的な感

情の表出の抑制」及び「身体への気づきを促す」ことと

の関連性には言及していなかった。

　そこで，本研究では，ハードな身体接触を伴う運動「カ

バディ (注3)」と身体接触をさけるように企図した「タグカ

バディ」の実践を試み，ハードな身体接触を伴う運動の

教育的効果を「攻撃的な感情の表出の抑制」及び「身体

への気づき」の観点から検証し，さらにその関連性につ

いて検討することを目的とした。

Ⅱ．方法

１．対象

　対象は，「カバディ」の経験のない兵庫県 Ａ 市立の公立

小学校 3 年生児童129名である。それら児童を写真 1 に示

す「カバディ」を学習する「カバディ群」と「タグカバ

ディ」を学習する「タグカバディ群」に分けた。

2．授業について

(1)授業の諸条件

　表 2 は，授業の諸条件を示している。

　指導者は，経験年数22年の男性教諭 2 名，経験年数 5 

年の男性教諭 1 名及び経験年数 7 年の女性教諭 1 名の計 

4 名である。教師による影響ができる限り出ないように毎

時間ごとに打ち合わせを行い，本時展開の内容，発問，

指導の手だて等に相違のないように配慮した。

(2)学習過程

　図 1 は，学習過程を示している。

　両群ともに「課題解決的授業」とし，全10時間(オリエ

ンテーション 1 時間を含む)からなる単元構成とした。

　学習過程は，第一次「うまくタッチして逃げよう！！」

(2/10-4/10時間)，第二次「ホールド(タグとり)でアウトを

とろう！！」(5/10-7/10時間)，第三次「カバディ (タグカ

バディ )大会をしよう！！」(8/10-10/10時間)を共有課題と

して展開した。また，第一次では，タッチする「場所」「仕

方」「相手」を観点にして作戦を考えさせることで，すば

やく逃げる動きをねらいとした。第二次では、「守り得点」

をルールに追加することで，守りの意識を高め，「カバー

リング」など，チームとして組織的に守る動きの出現を

企図した。第 3 次では，攻めの時間に制限を設けること

でプレイスピードを上げ，動きの質を高めることをねらっ

た。

(3)コート条件及び主なルール

　図 2 は，コート条件を示している。コートは 8 ｍ× 8 

ｍの大きさで，ゴールにあたる「帰り門」は 6 ｍとした。

また，ゲーム人数は両群とも 4 対 4 とした。

　 「カバディ群」では，攻撃側は，一人でコート内に侵

入し，守備側のだれかにタッチして「帰り門」に逃げ帰

るか。「帰り門」のラインに身体の一部が触れると得点と

なる（写真 1 ，左参照）。守備側が攻撃側を止める手段と

して，ホールド(抱きつき)を設けた。このことによって，

ホールドされた児童は逃げ帰ろうとして全力で体を動か

し，ホールドした児童は，相手の動きを止めようとして

全力で押さえ込む。すなわち，そこには著者らの考える

表1　ソフトタッチとハードタッチの基準

カバディ

写真1　｢カバディ ｣と「タグカバディ」の授業の様子

表2　授業の諸条件

(カバディ：帰り門ラインにタッチしようと手を伸ばす攻撃側に
対し，守備側が３人掛かりでホールドしている。
タグカバディ：正面を向いている児童の両腰に２本のタグがつい
ている。このタグをとられればアウトとなる)

タグカバディ
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ハードな身体接触が生起する。また，「カバ

ディ群」は，ホールド(抱きつき)にいく人数

を制限しなかった。したがって，1 人の児

童に 2 人から 3 人の児童がホールドにいく

という状況が頻出し，よりハードな身体接

触が起こるように企図した。

　なお，「カバディ群」は，危険を伴う「腕・

首」へのホールドは禁止とした。

　一方，「タグカバディ群」は，両側の腰に

つけているタグ（写真 1 ，右参照）をとら

れればアウトになるので，ほとんど身体接

触が生じない。

3．学習成果の測定

(1)情意的側面

①よい授業への到達度調査

 　「精一杯の運動」「技や力の伸びの自覚」

「新しい発見」「仲間との協力」からなる

｢よい授業への到達度調査｣(12)(注3)に理由を

記述できるように改変した調査を毎時間実

施し，好意的反応比率と記述内容をカテゴ

リー分析した。

②攻撃性調査

　坂井(13)らの22項目からなる「小学生用攻

撃性質問紙」から単元前後の変化をみるこ

とには，適していないと考えられた項目(注4)

を除いた質問紙調査を実施した。なお，こ

の質問紙は，反応的攻撃(注5)を対象としたも

ので，「敵意」「短気」「言語的攻撃」「身体

的攻撃」の 4 つの下位尺度から構成されて

いる。

③ホールド部位調査

　攻撃的な感情の表出の抑制をみる一つの指標として，

「カバディ群」については，4 時間目，10時間目のゲーム

の様相を校舎 2 階からVTR撮影し，児童のホールド部位

を調べた。

(2)身体への気づき

①体への気づき調査

　石原(14)らの「体ほぐし運動に対する評価」の中の「自

分や仲間への気づき項目」及び松本(15)らの「体ほぐし運

動の形成的評価」の中の「体の気づき項目」を改変し，

作成した 5 項目(項目 1「自分の体への注意」，項目 2「体

の変化への気づき」，項目 3 「力の調整(かげん)」，項目 4

「他者とのちがい」，項目 5「他者の気もち」)からなる質

問紙調査を単元前・後に実施した。

　なお，「よい授業への到達度調査」及び「体気づき調査」

の記述内容の分析は，体育教育学研究者 2 名及び現職教

図1　学習過程
＊（　）は、タグカバディに関する内容

図2　コート条件
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師 1 名の計 3 名がKJ法によるグループ編成に従ってカテ

ゴリー化し，分析した。

②筋出力の制御力調査

　最も狭義の身体感覚に相当し，「身体の表層組織(皮膚

や粘膜)」や「深部組織(筋，腱，骨膜，間接嚢，靱帯)」

にある受容器が刺激されて生じる体性感覚(16)の一側面を

調べる一つの方法として，筋出力の制御力調査(最大握力

の1/2を課題とする握力測定)を単元前後に行った。すなわ

ち，最大握力の1/2の出力をどれだけ正確に発揮できるか

を下記の式をもとに評価した。なお，出力課題を50%とし

たのは，予備実験(25%，50%，75%)において最も再現率

が高かったことによる。

　誤差率＝{(握力の最大値/2-50%の出力を課題とした値)/

握力の最大値/2｝×100

③統計処理

　 「攻撃性調査」「体気づき調査」「筋出力の制御力調査」

の両群間の差の検定には，対応のある二元配置の分散分

析を用いた。また，「体気づき調査」の群内における単元

前後の差の検定には，対応のある T 検定を行った。なお，

有意水準は 5 %とした。

Ⅲ．結果

１．情意的側面

(1)よい授業への到達度調査

　図 3 は，「精一杯の運動」「技や力の伸びの自覚」「新し

い発見」「仲間との協力」の単元経過に伴う好意的反応比

率の推移を示したものである。

　 「精一杯の運動」「力や技の伸びの自覚」は，両群とも

に単元を通して90%前後の高値を示した。

    「仲間との協力」は，両群ともに単元を通して80%前後

で推移していた。

    「新しい発見」では，「カバディ群」は，50%前後，「タ

グカバディ群」は，70%前半で推移しており，両群ともに

他の項目に比して低値であった。

　表 3 は「精一杯の運動」「技や力の伸びの自覚」「新し

い発見」「仲間との協力」の 2 ，5 ，8 時間目の記述内容

をカテゴリー分析し5時間目の記述例と 2 ，5 ，8 時間目

のカテゴリー別の記述数を両群について示したものであ

る。

　 「精一杯の運動」では，「勝負(順位)」「全力プレー･努力」

など 8 つのカテゴリーに分けられ，「全力プレー ･努力」「身

体への気づき」に両群間で相違がみられた。すなわち，「カ

バディ群」は，「ホールドされて，つぶされても手と足を

出してふんばった」など，ハードな身体接触であるホー

ルドに関する具体的記述が多くみられた。また，「秋なの

に汗が出てとてもあつい」「Ｎさんがホールドにきて，と

ても強いと感じた」など，自他の身体への気づきに関す

る記述がみられた。さらに，「ホールドされたとき，必死

で止めようとしている気持ちが伝わってきて，みんな本

気なんだと思った」というように身体接触によって伝わっ

てくる相手の体の動きから，相手の気もちを主観的に感

じとっているものもみられた。

図3　単元経過に伴う好意的反応比率の推移
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表3　よい授業への到達度調査の記述内容とその数
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　一方，「タグカバディ群」では，「全力を尽くした」な

ど平板で抽象的な記述にとどまっていた。また，自他の

身体への気づきに関する記述はみられなかった。

    「技や力の伸びの自覚」では，「全力プレー・努力」「仲

間・協力」など 7 つのカテゴリーに分けられ，「全力プレー

･努力」「作戦」に両群間で相違がみられた。すなわち，「カ

バディ群」では、「ホールドされてもあきらめなかったら

指1本でも得点が入ることがわかった」など，ホールドさ

れてもあきらめず精一杯の努力ができたことに自分や友

だちの力や技の伸びを感じている記述が多くみられた。

しかし，「タグカバディ群」では，「力を出し切った」な

どで，その記述数も 1 ，2 例であった。また，「作戦」に

おいても，「カバディ群」の方が記述数が多く，「囲み作戦」

「逃げ切り作戦」など具体的であった。

    「新しい発見」では，「作戦」「仲間･協力」など 8 つの

カテゴリーに分けられた。この項目においても「カバディ

群」は，ホールドされてもふんばった友だちのことやホー

ルドしたときに感じた相手の気もちについての記述がみ

られた。

　 「仲間との協力」では，「仲間･協力」「全力プレー ･努力」

など 6 つのカテゴリーに分けられ，「全力プレー ･努力」

の記述数に両群で相違がみられた。すなわち，「カバディ

群」は、「本気でたたかった」など「全力プレー ･努力」

に関する記述が多くみられたが，「タグカバディ群」は，「全

力を尽くした」など数例であった。

(2)攻撃性調査

　図 4 は，攻撃性質問紙の20項目を項目ごとに 4 段階で

点数化し，20項目の合計群別平均値の単元前後の変化を

示したものである。

　 「カバディ群」は，単元後，有意に低値(43.8±10.9点

→41.3±9.7点)を示すようになり，「タグカバディ群」は，

若干高値(43.8±13.8→44.4±11.5点)を示すようになった。

また，単元前後の両群間での交互作用が認められた(Ｆ

(1,126)＝7.21,ｐ<0.01)。

    「小学生用攻撃性質問紙」は，「敵意」「短気」「言語的

攻撃」「身体的攻撃」の 4 つの下位尺度で構成されている。

図5は，それら下位尺度別の単元前後の成績を示したもの

である。

    ｢カバディ群｣は，いずれの項目おいても，単元後に低

値(敵意:10.8±4.2→10.4±3.6点，短気:11.1±4.2→10.0±3.7

図5　攻撃性質問紙の下位尺度別平均値の変化

図4　攻撃性質問紙の合計平均値の変化
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点，言語的攻撃:13.3±2.7→13.1±2.7点，身体的攻撃:10.3

±4.5→9.2±4.0点)を示すようになり，「短気」「身体的攻

撃」において，有意な低下が認められた。また，「短気」

では，単元前後の両群間での交互作用が認められた(Ｆ

(1,126)＝5.76,ｐ<0.05)。

　一方，「タグカバディ群」では，「敵意」及び「短気」

において，単元後に若干高値(敵意:9.7±4.2→10.0±3.6

点，短気:10.7±3.9→10.9±3.9点)を示すようになった。「言

語的攻撃」「身体的攻撃」には、ほとんど変化(言語的攻

撃:13.3±3.6点→13.2±2.8点，身体的攻撃:9.4±3.8→9.4±

3.5点)はみられなかった。

　表 4 は，4 時間目と10時間目の各部位へのホールド回数

(割合)を示したものである。4 時間目は「腕・首」「胸」「腰」

へのホールドの回数(割合)が同程度であった。　　

　しかし，10時間目には「胸」「腰」へのホールドの回数

(割合)が増加し，危険性のある「腕・首」へのホールドの

回数(割合)が顕著に減少した。

2．身体への気づき

(1)体気づき調査

　図 6 は，「体気づき質問紙」調査の単元前後の変化を示

している。

    「カバディ群」は，単元後，有意に高値(10.4±2.4→11.6

±2.3点)を示すようになったのに対し，「タグカバディ

群」は，変化がみられなかった(12.0±3.0→11.9±3.3点)。

また，単元前後，群間での交互作用が有意であった(Ｆ

(1,126)=9.88,p<0.01)。

　図 7 は，「体気づき質問紙」の項目ごとの単元前後の比

較を示している。

      「カバディ群」は，項目 1「自分の体への注意」を除き，

単元後に高値(項目 2「体の変化への気づき」：2.2±0.8→2.4

±0.8点，項目 3 「力の調整」：1.9±0.7→2.4±0.7点，項目

4「他者とのちがい」：2.0±0.7→2.1±0.8点，項目5「他者

の気もち」：2.2±0.8→2.5±0.7点)を示し，項目3「力の調

整」，項目 5「他者の気もち」において有意な向上が認め

られた(ｔ＝4.68,p<0.01，ｔ＝2.20,p<0.05)。

　一方，「タグカバディ群」は，単元後，項目 2「体の

変化への気づき」において有意な低下がみられた(2.6±

0.7→2.4±0.9点，ｔ＝2.43, p<0.05)。他の項目は，ほとん

ど変化がみられなかった (項目 1「自分の体への注意」：2.5

±0.8→2.4±0.8点，項目 3「力の調整」：2.3±0.8点→2.5±

0.7点，項目 4「他者とのちがい」：2.2±0.9→2.4±0.8点，

項目 5「他者の気もち」：2.4±0.8→2.4±0.9点)。

　表 5 は，それぞれの群で有意な差が認められた項目2「体

の変化への気づき」，項目 3「力の調整」及び項目5「他者

の気もち」の単元後の記述内容をカテゴリー化し，両群

を比較したものである。

　項目 2 「体の変化への気づき」は，「体力(汗)」「速さ」

など，5 つのカテゴリーに分けられた。

　両群を比較した結果，「カバディ群」では，「おこらな

表4　各部位におけるホールド回数（回/48分）

図6　体気づき質問紙合計平均値の比較

図7　体気づき質問紙項目別の比較
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表5　体気づき質問紙，項目２，３，４の記述内容(単元後)
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くなった」「本気の気もちが出た」など，自分の気もちの

変化に関する記述がみられたが，「タグカバディ群」には

認められなかった。

　項目 3「力の調整」は，「動きの調整」「力の調整」など，   

6 つのカテゴリ－に分けられた。両群を比較した結果，「力

の調整」「作戦」に違いがみられた。すなわち，「カバディ

群」は「ホールドのときに力をかげんした」など，力の

制御に係わる記述がみられたが，「タグカバディ群」には

認められなかった。

　項目 5「他者の気もち」は，「努力･本気･勝ちへの気も

ち」「力(体力)」など 4 つのカテゴリーに分けられ，「努力

･本気･勝ちへの気もち」において記述内容及び記述数と

もに両群間で顕著な相違がみられた。

　すなわち，「カバディ群」は，「ホールドしたとき，相

手がすごく本気なんだと感じた」「ホールドされたとき，

相手の“勝ちたい”という気もちを感じた」など，相手

の精一杯の努力，本気，勝ちたい気もちをホールドによ

るハードな身体接触を通じて感じとっていたことを窺わ

せる記述が多くみられた。

　一方，「タグカバディ群」は，「友だちのがんばる気もち」

「かなしさ，くやしさ」など，抽象的なものであり，そ

の記述数も「カバディ群」の31例に比べ，5 例と少ないも

のであった。

 (2)筋出力の制御力調査

　図 8 は，最大筋力の1/2の出力を課題とした時の筋出力

の制御力(誤差率)の単元前後の変化を示したものである。

　 「カバディ群」の誤差率は，単元後，有意に低値(38.7±

24.9→28.4±20.9%)を示した。しかし，「タグカバディ群」

には，変化がみられなかった (34.1±24.4→34.2±21.7%)。

また，単元前後，群間での交互作用が有意であった(Ｆ

(1,126)＝4.60，ｐ＜0.05)。

Ⅳ．考察

　本研究は，ハードな身体接触を伴う運動「カバディ」

と身体接触をさけけるように企図した「タグカバディ」

の授業実践の比較検討を通して，ハードな身体接触を伴

う運動の教育的効果を「攻撃的な感情の表出の抑制」及

び「身体への気づき」の観点から検証し，さらにその関

連性について検討することを目的とした。

　 「よい授業への到達度調査」における「精一杯の運動」

「仲間との協力」「技や力の伸びの自覚」の単元経過に伴

う好意的反応比率の推移の結果から，両群の授業とも，

児童が友だちと協力しながら意欲的に取り組むことで学

習成果を自覚できた授業であったことが窺われた。

　著者ら(8)は，「ハードな身体接触」と「攻撃的な感情の

表出の抑制」及び「身体への気づきを促す」こととの関

連性を図 9 に示すように仮説的にまとめている。すなわ

ち，ハードな身体接触による皮膚への強い刺激は児童の

体性感覚を高めるとともに，「他者の身体への気づき」を

促し，児童は相手の発汗，体温，筋肉の緊張･弛緩などの

内部情報を感じとる。これが実感を伴う相手の気もち(精

一杯の努力など)の認知，理解につながる。相手の気もち

を理解することは，相手に対する寛容さを生み出すこと

となり，それが，「攻撃的な感情の表出」を押さえ，情動

を落ち着かせることにつながるのではないかと考えてい

る。

　また，「他者の身体への気づき」は，他者との比較によ

る「自己の身体への気づき」を促すと仮説している。

　 「体気づき質問紙」の群別合計平均値の単元前後の成績

は，「カバディ群」が，「タグカバディ群」に比べ，「自他

の身体への気づき」を高め得たことが示唆された。

　なお，「タグカバディ群」で有意な向上がみられなかっ

たのは，「タグカバディ群」が単元前から高値を示したこ

とが考えられる。すなわち，Ｃ教諭は一学期の体育授業

図8　筋出力の制御力（誤差率）の単元前後の変化

図9　ハードな身体接触の及ぼす教育的効果
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において，運動後に心拍数を測定させるなど，自分の体

への気づきを促す指導を行っており，そのためＣ教諭の

児童は単元前から高得点(14.6±1.1点)を示したことが要因

と考えられた。

　体性感覚の一側面をみる「筋出力の制御力」の高まり

を把握しようとした誤差率は，「カバディ群」において，

単元後，有意に低値を示した。このことは，ホールドと

いうハードな身体接触が，「カバディ群」の児童の「筋出

力の制御力」を高めたことを示唆している。「筋出力の制

御力」には，皮膚感覚と深部感覚に由来する体性感覚が

重要な役割を果たしていると言われている(17)。身体接触

による皮膚感覚への刺激は，皮膚感覚と密接に結びつい

て働く深部感覚を同時に刺激していることであり，それ

は体性感覚への刺激と言える。すなわち，身体接触によ

る皮膚感覚への刺激が児童の体性感覚を高め，それが「筋

出力の制御力」を向上させ得たのではないかと推察され

た。しかし，ハードな身体接触を伴う運動「組ずもう」

と身体接触を避けるように企図した「棒ずもう」による

比較授業では，両群ともに「筋出力の制御力」が高まる

ことが認められている(18)。このことから「筋出力の制御

力」の向上には，全力運動によって大きな力を発揮する

ことによる影響の方が強い可能性もある。

　いずれにせよ前述したように，体性感覚は最も狭義の

身体感覚に相当し，中村(19)は，体性感覚は，無意識のま

とまりと結びついた諸感覚の遠心的な統合の働きを持つ

とし，体性感覚を基体とする諸感覚の統合によって，自

己の身体像を捉え自己認識ができるとしている。したがっ

て、体性感覚の向上は，児童の自己認識を高めるととも

に，「他者の身体への気づき」を促し，他者との比較によ

る「自己の身体への気づき」を導いたと推察された。こ

のことが，「カバディ群」の児童の「自他の身体への気づ

き」を高めた誘因と考えられた。

　さらに，「自他の身体への気づき」は，「よい授業への

到達度調査」及び「体気づき質問紙」の項目 2，5 の記述

内容に多くみられた「Ａさんにホールドしたとき，Ａさ

んの気もちがわかったような気がした。点をとりたい，

点をとりたい。という気もちがわかった」「ホールドされ

たとき，相手の“勝ちたい”という気もちを感じた」な

どのホールドしたとき，されたときの相手の筋肉の緊張，

弛緩，動き，圧迫度などから主観的に相手の気もちを感

じとることにつながったと推察された。

　 「小学生用攻撃性質問紙」の群別合計平均値は，「カバ

ディ群」において，単元後，有意に低値になったことか

ら，「カバディ群」は，ハードな身体接触によって攻撃性

が低下したことが示唆された。

　また，「小学生用攻撃性質問紙」の下位尺度別の「短気」

項目と「身体的攻撃」項目において，「カバディ群」が単

元後，有意に低値を示していた。このことから，「カバディ

群」は，感情の高まりを押さえ，その結果，攻撃的な感

情が身体的な攻撃となって表出されることを抑制したと

推察された。このことは，表 4 の「各部位におけるホー

ルド回数(%)」の調査からも窺われた。すなわち，10時間

目には「胸」「腰」へのホールド回数(割合)が増加し，危

険性のある「腕・首」へのホールド回数(割合)が顕著に減

少していることは，児童がルールを遵守できるようになっ

たことを示しており，児童が攻撃的な感情の高まりを冷

静に押さえられるようになったことが関係していると考

えられた。

　ところで，身体接触により，ホルモン(オキシトシン，

コルチゾールなど)が分泌され，それが快・不快の情動を

発現させるなど，皮膚への刺激によって生まれる信号が，

情動脳といわれる「大脳辺縁系」に伝わり，情動の発現・

形成を引き起こすことが報告されている(20)(21)(22)(23)。また，

大脳辺縁系で発現･形成された情動は，大脳皮質の働きに

よって抑制される(24)(25)。

　 「カバディ群」は，皮膚への強い圧迫などによって大脳

辺縁系が刺激され，情動(攻撃的な感情)が発現されたと考

えられた｡事実，「カバディ」では，ホールドされた児童

の多くが倒され，すぐさま 2 ，3 人の児童が上から押さ

え込んで動かなくする状況がよくみられた。下の児童に

とって上からの圧迫度はかなりのもので，時には顔をゆ

がめる児童もみられた。しかし，児童の体育ノートには，

そのことに対する不満や否定的な内容はまったくみられ

ず，むしろ表 3 ，5 に示すように「本気なんだと思った」

など，肯定的に捉えられるものばかりであった。

　すなわち，「カバディ群」は，身体接触によって何らか

の要因が大脳皮質に働き，「攻撃的な感情の表出」が抑制

されたと考えられた。

　桜井(26)は，「共感」が「攻撃的な感情の表出」を抑制す

る要因の一つになるとしている。また，澤田(27)は，「共感

は、相手の感情の理解と感情の共有の2側面を合わせたも

のが妥当な定義と思われる」としている。すなわち，共

感は相手の感情を理解し，その感情をお互いが共有する

ことによって生まれる「情動的な心情」と言える。

　さらに，澤田(28)は，共感が成立する条件として，「同一

経験を持つ」ことの必要性を挙げている。

　表 3 ，5 に示すように児童は，ハードな身体接触である

ホールドをしたとき，されたときに，「相手の本気」「勝

ちへの強い気もち」などを感じたと記述している。この

ことは著者ら(8)が仮説したように，児童はお互いが相手の

筋肉の緊張，弛緩などから主観的に相手の気もち，感情

を認知し，理解したことを示していると考えられた。

　これは，澤田の言う「相手の感情の理解」である。また，

児童はホールドされる側，する側の両方を経験しており，

「同一経験を持つ」と言え，お互いがその感情を共有で

きたと考えられた。
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　皮膚感覚による認知は，そのものに性質を与え，実在

性を与えるという特質を持つと増山(29)は述べている。岩

田(30)は，「生身にはりついた自己の主観的な世界(皮膚感覚

などの近感覚)には，見間違い，聞き違いの生じようがな

い。だから人は，最後は自分の身体に密着するきわめて

主観的な世界(皮膚感覚などの近感覚)に戻って確認し，納

得する」としている。すなわち，皮膚感覚による認知は，

視覚や聴覚による認知に比べ，人の中に実感と納得をも

たらせていると考えられた。

　以上のことから，「カバディ群」の児童の中には「実感

を伴う共感的な心情」が生まれたものと考えられた。そ

して，八島(31)も指摘しているように，相手の気もちを実

感をもって理解することは，相手に対する寛容さを生み

出すことになり，それが「攻撃的な感情の表出」を抑制

したものと考えられた。

　一方，｢タグカバディ群｣の攻撃性質問紙の合計平均値

が単元後に有意ではないが高値を示すようになったの

は，身体接触をさけるように企図されたことで，「自他の

身体への気づき」が促されず，そのことにより，お互い

の存在，気もちへの実感を伴う認知ができにくく，「共感

的な心情」が生まれなかったためと考えられた。

　この点については，今後，実践数を増やして，より確

かなものにする必要がある。

Ⅳ．まとめ

　小学校 3 年生児童を対象に，10時間からなるハードな

身体接触を伴う「カバディ」による授業( 2 学級，69名)と

身体接触をさけるように企図した「タグカバディ」によ

る授業( 2 学級，60名)を設定し，その教育的効果を「攻撃

的な感情の表出の抑制」及び「身体への気づき」の観点

から検証した。

(1)「よい授業への到達度調査」の好意的反応比率は，両

群とも「新しい発見」を除いた 3 項目で単元を通じて

80%以上の高値を示した。したがって，両群ともに毎時

間多くの児童が意欲的に取り組む中で，力や技の伸び

を自覚し，仲間意識を高めたことが窺われた。また，「カ

バディ群」は，ハードな身体接触によって，主観的に

相手の気もちを感じとっていたことが認められた。

(2)攻撃性得点は，単元後，「カバディ群」では有意に低下

した。一方，｢タグカバディ群｣は高値を示した。また，

下位尺度(｢敵意｣｢短気｣｢言語的攻撃｣｢身体的攻撃｣)別で

みると「カバディ群」は，単元後，いずれの項目にお

いても低値を示し，「短気」及び「身体的攻撃」におい

ては有意な低下であった。｢タグカバディ群｣は，「敵意」

「短気」において高値を示し，他の項目には，顕著な

変化はみられなかった。

(3)「体気づき調査」では，単元後，「カバディ群」は，「力

の調整」「他者の気もち」において有意に高値を示した。

　一方，「タグカバディ群」は，「体の変化」において

単元後に有意な低値を示した。その記述内容から，「カ

バディ群」は，ホールドした際に相手の筋肉の緊張・

弛緩，体の動きなどから主観的に相手の気もちを感じ

とっていたことが窺われた。

　　また，「カバディ群」の児童は，「筋出力の制御力」

の高まりから体性感覚が向上し，自己の身体への認識

を高めたのではないかと考えられた。さらに，「自他の

身体への気づき」が促されたと推察された。

　以上のことから，ハードな身体接触を伴う運動は児童

に「自他の身体への気づき」を促すとともに，児童の中

に「実感を伴う共感的心情」を生み，それが「攻撃的な

感情の表出の抑制」の一因になったのではないかと推察

された。

(本研究は，平成21・22・23年度科学研究費補助金(基盤研

究Ｃ)の交付を受けて行われたものである)

－注－

 1 　身体接触量とは，接触時間が長い。または，接触回

数が多いことを意味している。

 2 　カバディは，インド発祥の格闘技の要素を含む「鬼

ごっこ」である。攻撃側の 1 人が相手の陣地内に入り，

守備側のだれかにタッチして素早く自陣地に戻る。相

手にタッチして逃げ帰るのと，その人を仲間と協力し

て逃げ帰させないように捕らえることを競うゲームで

ある。すなわち，身体接触無しにはゲームを楽しむこ

とはできない。我が国では，1994年の「広島アジア大会」

で公式競技として実施された。

 3　 小林･高田らの調査では，量的な把握だけであったた

め，質的な観点を加えたものを作成した。

 4 　除いた 2 項目は，「人からばかにされたりいじわるさ

れたことがある」(敵意)及び「人に乱暴なことをしたこ

とがある」(身体的攻撃)である。

 5 　攻撃性は，反応的攻撃と道具的攻撃に大別される。

反応的攻撃は，攻撃誘発刺激に対して怒り感情を伴なっ

た何らかの攻撃を示す場合，道具的攻撃は，目的を達

成するために何らかの攻撃行動を道具として使用する

場合を言う(28)。
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